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人
）に
給
与
を
与
え
る
こ
と
を
代
官

た
ち
に
命
じ
る
な
ど
、
農
村
復
興

策
や
有
力
農
民
の
取
り
込
み
を
図

ろ
う
と
す
る
新
た
な
秀
久
像
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

行
動
」を
と
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

沿
岸
部
の
区
で
は
津
波
避
難
訓
練
、

そ
の
他
の
区
は
、
隣
保
単
位
で
集

ま
れ
る
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
訓

練
や
安
否
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

港
中
学
校
で
行
っ
た
震
災
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
市
の
ほ
か
国
や

県
、
各
種
団
体
な
ど
25
団
体
、
約

5
0
0
人
が
参
加
。
消
火
訓
練
、

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
の

救
出
、
炊
き
出
し
な
ど
30
以
上
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
然
の
力
は
圧
倒
的
に
大
き
く
、

私
た
ち
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
す
。

震
災
時
は
団
結
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
訓
練
は
、
そ
の

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

生
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
長

が
、
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

8
月
30
日
、
本
市
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
北
但
大
震
災
を

「
決
し
て
忘
れ
ず
、
生
か
し
、
備

え
る
」た
め
、
市
民
総
参
加
訓
練

と
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
震
度
6
強
の
大
地
震

が
発
生
し
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊

し
火
災
も
発
生
。
沿
岸
部
で
は
津

波
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
被
害
状

況
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
初
め
て
行
っ
た
市
民
総

参
加
訓
練
で
は
、
市
内
の
7
割
以

上
の
区
が
参
加
。
防
災
行
政
無
線

放
送
を
合
図
に
市
民
約
3
万
1
千

人
が
、
各
家
庭
で
低
い
姿
勢
を
と

り
、
机
の
下
や
腕
で
頭
を
守
り
、

1
分
間
は
動
か
な
い「
安
全
確
保

▲国際フォーラム
で市長が講演

▲南但消防本部、美方広域消
防本部、本市消防本部との
合同による高所救出訓練

〜
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
〜

市
民
総
参
加
訓
練
･
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

〜
韓
国
で
初
放
鳥「
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
」〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典
等
に
参
加

〜
ゴ
ン
ベ
エ
さ
ん
か
ら
、4
0
0
年
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

仙せ

ん

ご

く

ひ

で

ひ

さ

石
秀
久（
通
称 

権ご

ん

べ

え

兵
衛
）の
新
史
料
発
見

【
8
月
】

17
日
・
経
営
方
針
会
議

19
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾

20
日
・
中
学
校
生
徒
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

24
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
推
進
事
業
教
職
員
研

修
会

　
　

・
学
校
整
備
審
議
会

25
日
・
地
域
公
共
交
通
会
議

27
日
・
地
方
創
生
戦
略
会
議

28
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

9
月
29
日
）

　
　

・
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「T
O
Y
O
O
CO
M
E

（
ト
ヨ

オ
カ
ム
）！
」ヒ
ア
リ
ン

グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
開
催

〔
東
京
・
9
月
4
日（
京

都
）〕

30
日
・
市
民
総
参
加
訓
練
お
よ
び

震
災
総
合
防
災
訓
練

31
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
公
演
」製

作
懇
親
会（
大
阪
市
）

　
　

・
市
公
営
企
業
審
議
会

【
9
月
】

2
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典

お
よ
び
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加（
韓
国
）（
〜
3

日
）

6
日
・「
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
」入

館
者
10
万
人
達
成
記
念

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

9
月
3
日
、
韓
国
禮イ
エ

山サ
ン

郡
で
行

わ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典

と
、そ
の
前
日
に
開
催
さ
れ
た「
朝

鮮
半
島
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
全
の
た
め

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
中
貝
市

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

野
生
復
帰
を
目
指
し
て
放
鳥
さ

れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
豊
岡
の
子

孫
2
羽
を
含
む
8
羽
。
韓
国
で
も

本
市
と
同
じ
く
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

　

戦
国
時
代
の
武
将
で
、
出
石

藩
仙
石
家
の
藩
祖
、
仙
石
秀
久

･
通
称
権
兵
衛（
1
5
5
1
〜

1
6
1
4
年
）の
新
史
料
が
、
出

石
町
の
旧
家
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
秀
久
の
人
物
像
は
、

圧
政
に
よ
り
領
民
を
苦
し
め
、
領

民
の
抵
抗
に
対
し
て
は
強
圧
的
で
、

逃
亡
し
た
農
民
の
人
返
し
な
ど
の

農
村
復
興
政
策
は
、
次
代
の
忠た
だ
ま
さ政

が
始
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
慶
長
15

（
1
6
1
0
）年
と
同
16
年
の
2
通

の
黒
印
状
で
は
、
農
民
の
帰
還
や

年
貢
の
猶
予
、
ま
た
肝き
も
い
り煎（

村
役

▲慶長15年10月19日、仙石秀久が年
貢の一部を猶予するよう命じた黒
印状
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以
上
が
宿
泊
し
た
城
崎
地
域
で

は
、国（
地
域
）別
の
宿
泊
者
数
も

調
査
。最
も
多
か
っ
た
の
は
中
国

（
2
5
8
7
人
）で
、前
年
同
期

比
で
5
･
2
倍
に
伸
び
ま
し
た

〔
以
下
、宿
泊
者
の
多
い
順
。台
湾

（
1
6
9
6
人
）、香
港（
1
3
0
0

人
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
8
7
0

人
）、米
国（
8
4
5
人
）、タ
イ

（
8
2
3
人
）、韓
国（
8
0
8
人
）

ほ
か
〕。

　

本
市
が
、誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
る
欧
州
で
は
、フ

ラ
ン
ス
が
前
年
同
期
比
2
･
7

　

箱
の
扉
が
開
き
最
初
の
1
羽
が

飛
び
出
す
と
、
人
々
の
ど
よ
め
き

が
上
が
り
ま
し
た
。
韓
国
の
空
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

9
月
3
日
、
禮イ
エ
サ
ン山
郡
で
8
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
2
羽
は
、
豊
岡
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
贈
ら
れ
た

鳥
の
二
世
で
す
。

　

韓
国
の
野
生
最
後
の
1
羽
が
捕

獲
さ
れ
、
野
外
で
姿
を
消
し
た
の

が
1
9
8
3
年
。
以
来
、
豊
岡
と

同
様
、
韓
国
教
員
大
学
を
中
心
に
、

再
生
へ
の
様
々
な
努
力
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
わ
り
、
い
ざ

放
鳥
場
所
へ
と
移
動
を
始
め
た
と

き「
ト
ヨ
オ
カ
、
ナ
カ
ガ
イ
」と
い

う
放
送
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
通
訳

の
キ
ム
･
フ
ァ
ン
さ
ん
に「
何
？
」

「
中
貝
市
長
に
も
放
鳥
し
て
も
ら

う
と
言
っ
て
い
ま
す
！
」「
何
も
聞

い
て
い
な
い
よ
！
」

　

1
羽
目
。
低
空
飛
行
を
し
た
後
、

目
の
前
の
湿
地
に
ぽ
ち
ゃ
ん
と
降

り
ま
し
た
。
2
羽
目
も
ぽ
ち
ゃ
ん
。

ぼ
く
は
3
羽
目
。
韓
国
文
化
財
庁

長
官
と
一
緒
で
す
。
さ
す
が
で
す
。

グ
ン
グ
ン
と
舞
い
上
が
り
、
旋
回

し
ま
し
た
。「
な
ん
て
っ
た
っ
て
放

鳥
は
2
回
目
。
ぼ
く
は
世
界
最
多

の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ら
」

　

禮
山
郡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
公
園
は
、

豊
岡
の
郷
公
園
を
お
手
本
に
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

は
豊
岡
に
関
す
る
展
示
が
至
る
所

に
あ
り
ま
し
た
。
放
鳥
の
写
真
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
作
付
面

積
の
推
移
、
価
格
の
推
移
、
中
干

し
延
期
、
水
田
魚
道
。
東
ア
ジ
ア

の
地
図
に
は「
豊
岡
、
2
0
0
5

年
世
界
で
初
め
て
再
導
入
」と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
人
々
の

豊
岡
へ
の
敬
意
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

昨
年
、
韓
国
慶キ

ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
に

渡
っ
た
出
石
生
ま
れ
の
鳥
の
軌

跡
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「N
A
GA
T
O

（
長
門
）」経
由
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

倍
総
理
大
臣
の
地
元
で
す
。
そ
の

こ
と
を
韓
国
の
関
係
者
は
知
っ
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

午
前
中
の
バ
ス
で
郡
の
ガ
イ
ド

役
の
言
葉
。「
昨
日
の
国
際
シ
ン
ポ

で
豊
岡
市
長
が
と
て
も
感
じ
い
い

と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
や
っ

た
ぜ
！
」バ
ス
の
中
で
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
、
韓
国
の
空
へ 95

　

昨
年
、本
市
を
訪
れ
た
観
光
客

と
、今
年
の
上
半
期（
1
〜
6
月
）

に
本
市
に
宿
泊
し
た
外
国
人
数
を
、

観
光
協
会
や
旅
館
組
合
の
協
力
を

得
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
の
本
市
全
体
の
観
光

客
数
は
、4
4
7
万
9
千
人
。平
成

25
年
よ
り
16
万
3
千
人
多
く
、2

年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
宿
泊
者
数
は
、平
成
27

年
の
上
半
期
が
1
万
4
2
8
2
人
。

平
成
26
年
の
同
期
の
2
･
1
倍
に

増
加
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
宿
泊
者
う
ち
の
9
割

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、
城
崎
温

泉
街
の
橋
梁
群
や
旅
館
な
ど
、
13

件
を
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

答
申
さ
れ
た
文
化
財
の
う
ち
橋

梁
群（
大
谿
川
に
架
か
る
王
橋
･

愛あ
た
ご宕
橋
･
柳
湯
橋
･
桃
島
橋
･

辨べ
ん
て
ん天

橋
）は
、
本
市
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
北
但
大
震
災
後

の
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
い

〜
国
登
録
有
形
文
化
財
答
申
〜

城
崎
温
泉
街
の
大お

お

谿た
に

川
に
架
か
る
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

な
ど
13
件

〜
観
光
客
は
2
年
連
続
増
加
、外
国
人
宿
泊
者
は
倍
増
〜

観
光
客
と
外
国
人
宿
泊
者
の
実
態
調
査
を
実
施▲上半期（1～6月）の外国人宿泊者数の比較

ず
れ
も
昭
和
初
期
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
の
親お

や

柱ば
し
ら

に
灯
籠
を
飾
る
な
ど
、

温
泉
街
の
柳
並
木
と
調
和
し
、
湯

治
場
ら
し
い
雰
囲
気
や
景
観
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
官
報
告
示
を
も
っ
て
、

正
式
に
登
録
有
形
文
化
財（
文
化

財
建
造
物
）と
し
て
登
録
さ
れ
ま

す
。

倍（
7
6
5
人
）、英
国
が
2
倍

（
5
2
9
人
）に
伸
び
て
い
ま
す
。

《答申された》文化財

城崎温泉街の橋梁群
 　　　　　　　5件
旧城崎郵便局　 1件
小林屋旅館　　 1件
西村屋本館　　 3件
新かめや本館　 1件
温泉寺薬師堂　 1件
極楽寺本堂　　 1件

大谿川にかかる
愛宕橋


